
第
１
０
４
回
全
国
高
校

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
27
日
、
東
大
阪
市

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
幕

し
ま
す
。
毎
日
新
聞
の

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
で
は
、

全
51
代
表
校
決
定
の
記
念

Ｐ
Ｄ
Ｆ
号
外
を
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
熱

戦
の
様
子
は

大
会
公
式
サ

イ
ト
「
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ
Ｎ

Ｏ

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
で
全
試

合
無
料
配
信
！

聖
地
、

花
園
で
ぶ
つ
か
り
合
う
選

手
た
ち
の
熱
い
姿
を
お
見

逃
し
な
く
！

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

（
都
築
葵
）

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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22日（日）＝１、３面

23日（月）＝夕刊２面

バレーボール新リーグがスタート
22日（日）＝総合面

バレーボールの新しい国内リーグ「ＳＶリーグ」が10
月にスタートしました＝写真。最近は国際大会で男女と
も表彰台に上がるなど、日本のバレー界は実力をつけ、
人気が高まっています。ＳＶリーグは数年後の「完全プ
ロ化」を掲げ、世界最高峰のリーグを目指しています。
これまでから変化した点、地域と連携した取り組みや自
立した経営に向けたポイントなどについて解説します。

東京電力福島第１原発事故により、11年半近く「住民
ゼロ」の状態が続いた福島県双葉町。２０２２年に一部
の避難指示が解除されましたが、実際に住んでいる人は
いまも２００人に達していません。うち一人が公明党の
元参院議員にして元副復興相の浜田昌良さん＝写真＝で
す。縁もゆかりもない原発立地自治体に乗り込んだのは
なぜか。いま、思うことは？ 自宅を訪ねました。

※先々週は紙面事情により休載しました。再掲となります。

25
日

＝
オ
ピ
ニ
オ
ン
面

（水）

演
歌
は
「日
本
の
心
」？

年
の
瀬
が
近
づ
き
ま
し
た
。

大
み
そ
か
と
い
え
ば
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
紅
白
歌
合
戦
。
紅
白
と
い

え
ば
演
歌
で
す
。
今
年
も
紅

白
に
は
演
歌
歌
手
が
何
人
も

出
場
し
ま
す
。
演
歌
は
「
日

本
の
心
・
伝
統
」
を
感
じ
さ

せ
る
音
楽
で
す
が
、
実
は
せ

い
ぜ
い
半
世
紀
前
に
で
き
た

「
新
し
い
音
楽
」
と
知
っ
て

い
ま
す
か
。
な
ぜ
、
演
歌
は

東
北
を
歌
う
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
演
歌
と
、
沖
縄
や

韓
国
の
楽
曲
と
の
関
係
性
と

は
。知

ら
れ
ざ
る
演
歌
の
深
層

に
つ
い
て
、
音
楽
研
究
者
ら

が
論
じ
ま
す
。

「偉大な師匠を超えたい」 落語家・桂三四郎さんの挑戦

被災地・福島に移住した元副復興相

落語家の桂三四郎さん（42）＝
写真＝は昨年度の「彩の国落語大
賞」という若手の登竜門となる大

きな賞を受賞しました。その「晴
れの舞台」で特別ゲストとして高
座に上がったのは、師匠の桂文枝
さん（81）でした。創作落語の大
御所、さらにテレビなどでも知名
度抜群の文枝さん。この晴れ舞台、
弟子を褒めるのかと思っていたら、
そうではありませんでした。
高座でひたすら自身の「すご

さ」を見せつけ、「（三四郎さん
は）ええかげんでね……」とイジ
り出します。弟子の高座を舞台袖
で見つめましたが、ニコリともせ

ず、その場を去っていきました。
厳しい師匠。でも三四郎さんは

「改めて自分の目指すところが定
まった」とどこかうれしそうでし
た。入門は２００４年。三四郎さ
んは「弟子の中で一番ダメだっ
た」と振り返ります。
三四郎さんはどん底からどう

やってはい上がってきたのでしょ
うか。そんな師匠と弟子の物語を
描きます。
さいたま支局・瀬尾忠義記者の

執筆です。


